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A．研究目的 

 実験的自己免疫性脳脊髄炎（EAE）を用い

て HRG投与による効果を検討し、その細胞

及び分子メカニズムの解析を行う。 

B．研究方法 

フロイト完全アジュバント（CFA）、

Mycobacterium tuberculosis H37Ra 死菌、

MOG35-55 ペプチドをエマルジュン化し、

C57BL/6マウスの皮下に注射する（day 0）。

同時に Pertussis toxinを day 0, day 2に投与す

る。この操作により、10日頃から尾部の麻痺

が始まり後脚麻痺→前脚筋力低下と病状が

進行する。臨床スコア（0〜5）を毎日記載す

ることにより、中枢神経麻痺の進行或は回復

具合を観察する。Day 2から HRG（50μg）を

2日間隔で静脈内投与し、臨床スコアの推移

を観察した。 

（倫理面への配慮） 

 本研究は岡山大学動物実験委員会の審査

を経て、承認されたものである。 

 

C．研究結果 

予備実験として HRG（50μg）を 2 日間隔

で 4 回投与した。臨床症状は 30 日に渡って

観察を行なった。その結果、HRG 投与によ

り発症そのものは抑制できなかったが、HRG

非投与群に比べ、臨床スコアの軽減が認めら

れた（各群の N数は 10）。 

 

D．考察 

 HRG 投与により、EAE の症状を軽減でき

る可能性が示唆された。１回当たりの HRG

投与量、投与回数の増加により、さらなる症

状の軽減をもたらすことが期待される。 

 

研究要旨 

 ヒト多発性硬化症の動物モデルである実験的自己免疫性脳脊髄炎（experimental   

autoimmune encephalomyelitis:EAE）を用いて HRG 投与効果を検討する。EAE は、

中枢神経組織由来の myelin oligodendrocyte glycoprotein(MOG)由来のペプチド

MOG35-55 でマウスを免疫することにより活性化される Th17 タイプの抗原特異的

CD4T細胞を介して発症するが、神経組織を攻撃する最終エフェクター細胞は好中球であ

ると考えられている。CD4T細胞の樹状細胞によるプライミングと活性化、Th17への分

化、そして Th17による好中球の活性化と中枢神経局所への遊走という一連の過程を経て

発症する当該モデルにおいて、HRG投与が如何なる効果をもたらすのかを検討し、その

分子メカニズムの解析を行なう。 
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E．結論 

HRG 投与により、EAE の症状を軽減でき

る可能性があると結論づけた。実験結果の再

現性を担保した上で、HRG 効果のメカニズ

ム解析を行なう必要性があると考えられた。 
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